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昨年下山遅延した沢に再挑戦！                         

 

  川内山塊   南大谷沢～谷沢川～大谷沢下降 

 

                             煤孫 

 

【日時】 2010年6月18日(金)～20日(日) 
【メンバー】L田邉、煤孫、小川 
 
 昨年下山遅延した南大谷沢に再挑戦した。昨年のメンバーの斎藤(健)は足の故障のた
め参加できず、代わって若きベテラン小川君が参戦することになった。 
 昨年の下山遅延の間違えたポイントは2つある。ひとつは南大谷沢の本流から外れて
西側の尾根に上がってしまったこと。もうひとつは矢沢川への下降点を間違えたこと
だ。私はこの日のためにGPSを購入した。使い方がよく分かっていなかったが、尾根上
で現在地だけでも特定できれば、昨年のようにはならないはずだ。 
 昨年は1泊2日で計画したが、今年は時間的余裕を持って2泊3日で計画した。 
 
6月18日(金) 
 東京を朝発。通勤時間帯の東京を抜け、入渓点についたのは15時だった。 
 入渓して昨年より水量が多いことに驚く。昨年は入渓点から水が少なかったが、今年
はそこそこ水量がある。堰堤を越えて、しばらくなだらかなゴーロ歩き。左右から入
る支流には昨年は気づかなかったものもあった。昨年は水量が少なくて気づかなかっ
たのかもしれない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左：入渓点の昨年の写真、右：入渓点の今年の写真、水量が全然違う 

昨年は源頭からこの赤い橋が正面に見えたので本流を外したことに気がついた。 

 
 左右に滝のかかる二俣では、昨年簡単に越えた3段20m(次頁写真左)にてこずった。昨
年は左から取り付いて上段のテラスを右に移動して登ったが、今年は水量が多くて上
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段のテラスを簡単に越えられそうもない。左から木を掴んで登った。1箇所悪いところ
があってお助けを出してもらった。 
 2段20mの滝(写真右)は右から登る。下部は簡単だが上部に微妙な部分がある。昨年と
同様に田邉さんがリードして上部はお助けを出してもらった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 昨年本流を外した地点をこの日に通過するはずだった。350m付近で右から本流が入る
はずだ。昨年は誰も本流に気づかずに左の支流に入ってしまった。今日中に昨年間違
えた点を確認しておきたい。だんだん標高が上がってきて私は緊張してきた。しかし、
田邉さんは余裕アリと判断したようで、のんびり山菜を物色していた。 
 しばらくして右から支流が入った。昨年見落とした支流だ。水量は若干少なく見えた。
これが本流かとも思ったが、高度計を見てもう少し先だろうと思って進む。 

18時近くなってきて暗くなってきた。そろそろ幕場を探さないといけない。適地が
ないので左岸の土手を上がってみたら、土手の向こうに沢があった。沢幅が広く、こ
ちらが本流だ。先ほど支流だと思ったのが本流だったのだ。幸運にも偶然に本流を発
見できた。 

本流に移って幕を張った。昨年間違えたポイントを確認できたので、気分良く宴会
ができた。 

 
6月19日(土) 
 ここからは未知の領域になる。いきなりゴルジュがあった。泳げば突破できるがまだ
寒く、濡れるのが嫌だったので左から巻く。それからしばらく小滝が続いた。 
 水量1:1の二俣が現れた。GPSで確認したが現在地を正確に特定できなかった。悩んだ
末に右俣に進むことにした。10分も歩くと20mのノッペリした滝が現れた。左右が立っ
ていて巻くのも難しい。ザイルを出して右側の泥壁を田邉さんがリードした。木がな
く岩も脆い草付で、よく登ったと思う。滝を登ってみると沢が右に曲がっていたので、
先ほどの二俣の左俣が正解だったと気づく。間違えた枝沢で1時間以上費やしてしまっ
た。尾根を越えて左俣の沢に戻る。ここは550mの二俣だったようだ。 
 しばらく行くと雪渓が現れた。昨年はほとんど雪渓を見た記憶がない。今年は雪が多

  

左：3 段 20m 

上段を昨年は右から、今年は

左から登った。 

 

右：2 段 20m 

下段は易しいが上段が少し悪

い。 
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かったので雪渓が多く、また水量も多いのだろう。いくつかの雪渓は下をくぐった。
雪渓の下でなかなか越えられない大岩があると緊張した。 
 660mの二俣を左へ。沢が西向きに変わる。忠実に沢型をつめて稜線に出た。GPSで確
認すると狙った鞍部に出ていた。GPSは沢中では一定の範囲までしか現在地を絞りきれ
ず、二俣のどちらが正解かの判断には使えなかったが、尾根に出ると現在地を正確に
特定できた。 
 下り始めてすぐに雪渓があった。こちらが北側なので雪渓が多い。予定では登り返し
て大谷沢で泊まる予定だったが、時間が遅くなってしまったので730m付近の二俣に泊
まることにした。昨年泊まる予定だった地点だ。私は良い幕場があるか心配だったが、
田邉さんは余裕アリと判断したようで山菜の物色を始めた。730m付近で東から入る支
流を確認し、少し下った所を幕場とした。この日の食事は山菜を加えて豪勢になった。 
 
6月20日(日) 
 幕場の二俣を左へ行く。840mの二俣を左へ入って鍋倉山を目指す予定だった。この二
俣がどこか悩んだが、それらしき二俣を左へ入ってみるとすぐに右から入る支流があ
り、これだと判断した。ここから水が大分少なくなった。 
 沢を忠実に詰めて鍋倉山の西のピークに出た。そこから東へ藪をこいで鍋倉山の山頂
に出た。昨年は鍋倉山を目指して延々と藪をこいだので感慨ひとしおだった。三角点
も確認した。尾根ではGPSが使えるので心強かった。 
 鍋倉山から南東へ、田邉さんを先頭に大谷沢を下る。しばらく急な斜面が続いた。木
が多いのでつかまって降りられた。直線的に降りると急で怖い所は、私は尾根にトラ
バースして傾斜の緩い所を降りた。1箇所傾斜が急で木がないところがあり、ザイルを
出して30mの懸垂をした。 
 しばらくして雪渓が現れた。雪渓の上に登るために泥壁のトラバースがあり、私は怖
くてお助けを出してもらった。まだ泥壁が苦手だ。雪渓の下りが少し怖かった。 
 水が出てきたところで小休止。その後もしばらく急な下りが続く。滝もいくつかあり、
2回懸垂した。1回はお助け紐を2本つなげて10mの懸垂をした(写真左)。もう1回はザイ
ルを出して15mの懸垂をした(写真右)。 
 280mの二俣を過ぎるとなだらかなゴーロとなった。ここから田邉さんは熊のようなス
ピードで下っていき、見えなくなってしまった。私は日がさした川原歩きを楽しみな
がら下った。最後は水路沿いの良く踏まれた道を歩いて入渓点の赤い橋まで戻った。 
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左：10mの懸垂をした滝、右：15mの懸垂をした滝 

 昨年下山遅延をしてしまった沢に再挑戦し、計画を完遂できたので気持ちがすっきり
した。今回初めて使ったGPSは、沢中では現在地を特定できないが、尾根に上がれば頼
りになることが分かったので、今後は保険のつもりで持って行こうと思う。 
 
【グレード】南大谷沢2級、大谷沢2級 
【行程】6/18 入渓点(15:30)～3段20m(16:25)～二俣(17:45)～380m幕場(18:00) 

6/19 380m幕場(9:40)～1380m二俣(9:20/40)～稜線(13:20)～730m幕場(15:10) 
6/20 730m幕場(6:50)～鍋倉山(10:00)～340m二俣(13:45)～入渓点(14:30) 

【地図】高石、室谷、越後豊川、御神楽岳 
 

概念図 
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遡行図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


